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教授
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教授
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准教授
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教授

　研究課題名

平林　一徳

福田　公子

理工学系　化学コース

理工学系　生命科学コース

理工学系　電気電子工学コース

（戦略分）①都市形成に関わる研究　②特徴ある教育プログラム開発をめざす研究
（公募分）①都市形成に関わる研究　②特徴ある教育プログラム開発をめざす研究

理工学系　物理学コース

理工学系　化学コース

大橋　隆哉

波田　雅彦

理工学系・電気電子工学コース 清水　敏久

なし

　論文発表又は著書発行（発表題目、著者、発表誌又は出版社、年月を記入）

職

太田正広

倉田　和浩

吉村　卓也

　研究実績の概要（600～800字で記入。図、グラフ等は記載しないこと。）

主体的企画実践力の発達促進を目指した理工学系教育

鈴木　敬久

　学会発表（発表題目、発表大会名、年月を記入）

理工学系　数理科学コース

平成１９年度　傾斜的研究費　（特定）（全学分）（戦略分・公募分）研究報告書

都市教養学部 シミズ　トシヒサ
職

理工学系　数理科学コース

教授

理工学系　機械工学コース

本学理工学系の学部学生が、主体的に企画を立案し、これを実践する能力を高めることを目的として、H19年度は教育改善
活動を行った。
(１)学生実験・演習の改善
・電気電子工学コースのプロジェクト実験、機械工学コースでの独創機械設計では、明確な目的をもって自発的な施行を
促す実験課題と内容、および実験達成度評価方法などについて改善を行った。
・数理科学コースでは、数理モデリングに関する専門家を招いたディスカッションという新たな取り組みにチャレンジし
た。
・生命科学コースでは、自主研究プログラムの一層の充実を図った。
(3)学生の課外学術活動の支援
・大学祭での学生参加型の企画活動として、電気電子工学コースではコース紹介と電気ものつくり実演、数理科学コース
ではではフラクタル折り紙、シャボン玉の幾何学など、多彩な展示・実演などを行った。
・「学生フォーミュラ」活動を技術的・資金的な支援を行い、2年年連続で出場を果たし、総合２１位（６１校中）、燃費
賞2位（６１校中）の成績を残した。
・化学コースでは、学生の自主的活動として学園祭とリンクさせて「オープンラボ」を開催した。主催は大学１～３年生
の有志で、内容は化学実験の実演・展示、参加者の化学実験体験である。事前に教官による安全管理などの指導を行い、
カリキュラムに準ずる課外活動と位置付けた実施した。
(4)学生グループの活動支援と教員間の情報交流の活性化を目的として、ソーシャルネットワーク形式の情報交流Webシス
テム「MANABA」を導入し、試験運用を行った。
(5)H20年度教育PGへの応募
・本研究グループが中心となってH20年度教育GP(文科省)の研究を行い、応募した。

なし

研究代表者
所属

岡田　正巳

理工学系　生命科学コース 松浦　克美

研究分担者所
属

研究分担者氏名

理工学系　機械工学コース
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